
  

 

 

 

 

 

 

天候に恵まれた 11 月 30 日(日) シティマラソンが

行われ 今年は上野西部地区を 4,000 人のランナーが

駆け抜けました。今回の特別表彰について(申込時点) 

２５回連続出場 ２名 遠来賞 宮城県・佐賀県 

ベテランランナー ９３才男性 ７９才女性 

沿道の皆さん ご協力応援有難うございました。  
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上野西部地区の人口 世帯数 1,471 人口 3,342 人(内男 1,591・女 1,751) 26.11.30 現在 

 

 

 

 差別をなくす強調月間にちなみ、人権パ

ネル展が １１月２０日～１２月９日迄開

催されました。 子どもの権利・犯罪被害

者の権利・同和問題等 3 つのテーマに添

って掲示されました。 

上野西部地区人権啓発草の根運動推進会議 

 

12 月 28・29 日 

20 時～24 時 車両巡回 

30 日 19 時～26 時 

班別徒歩巡回 

 日頃 上野西部地区を守っている消

防団 上野中分団 2 部(久保田部長)の

皆さんが 上野西部公民館を拠点に年

末夜警を行います。 

 地区住民の皆様も年末年始の火災や

事故などの災害に 

十分注意をおねが 

いします。 

お知らせカレンダー 

 １月１８日 伊賀市議会報告会 １月２５日 上野西部ボーリング大会 

 ２月 １日 健康教室     ２月 ８日 上野西部防災訓練 

 ３月 １日 こども工作教室 

 

 ※予定です。詳しくは事前の広報・チラシで確認・申込してください。 



 

 

 

 12月 4日 往古川の水をきれいにしよ

う会では 往古川への流入下水道や往古

川の状況を見る水質検査の為の採水を行

いました。毎年継続して行っています。 

 各家庭で合併浄化槽の設置や 一工夫

してきれいな排水に心掛けていただき 

どぶ川となっている往古川(おもがわ)を 

きれいな 魚の棲む川に代えて下さい。 

調査結果は後日お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 にんじん西部 

                            上野西部公民館 

 

12 月 10 日(水) にんじん

西部の料理教室(正月を彩

る料理)が開催されました。

27名が参加されました。 

メニュー 

 イ①豚の寿焼き 

  ②吹き寄せ卵 

  ③ゆず釜 

  ④焼きネギ 

  ⑤たつくり 

  ⑥黒豆 

 ロ⑦七福煮  しいたけ 

    ごぼう・にんじん 

    こんにゃく・筍 

    絹さや・レンコン 

  ハ⑧すまし汁  二⑨香の物  ホ⑩ご飯   レシピは公民館に有ります。 

根本池 

木興町下水流入 

忍町・三之西町 

浚
渫
中
の
往
古
川 



上野西部地区住民自治協議会 

上野西部公民館 共催 

 12月7日(日) 上野西部おもちつ

き大会が開催されました。朝の冷え

込みが厳しい日でしたが 寒さに

負けない子供達(91名)と保護者・ス

タッフなど 180余名が参加、昔な

がらの石臼と杵で餅をつき つき

たての軟らかいもちをきなこでい

ただきました、部屋では あんを餅

で包み 保護者の方と協力してあ

ん餅をつくり お土産としました。

2回目のついたもちは しるこに入れておいしくいだき、又 大根おろし・砂糖醤油・のり・

きなこ など お腹いっぱいいだきました。 

 機械化された時代ですが正月を迎える伝統行事を若い世代に伝えていく交流が出来ました。 
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皺
の
機
嫌
」
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言
え
る
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で
言
え
な
い
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出
来
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皺
に
干
柿
の
色
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甘
み
も
想
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で
き
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ま
こ
と
に
美
味
し
そ
う
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時
間
を
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け
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休
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の
こ
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で
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る
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く
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る
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女
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し
い
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を
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親
の
よ
う
な
有
難
い
骨
。
人
の
あ
り
よ
う
ま
で
思
わ
れ
る
句
。 


